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ウシマツ（甲，１５～209）１０羽を用いた．

投与法は毛細ピペットで所定数の生存メタセルカリア

を少量の水とともに口腔深く注入し，確実に嚥下させ

た．投与数はジュウシマツは30コ，ラット，ハムスタ

ー，マウス，モルモットはそれぞれ50コ，ウサギは150

コ，イヌは200コずつとした．

ウサギ，イヌを除いた実験動物について感染後１，

２，３，６，９，１２，１５，１８および21週目にそれぞれ

１～４匹ずつ剖検して虫体の寄生状況を調べた．すなわ

ち，実験動物をクロロホルムで麻酔死亡させ，開腹して

消化管を全部摘出した．ついで胃，小腸および大腸に大

別して切り離し，あらかじめ0.85％食塩水を注いだシャ

ーレに入れた．さらに小腸をマウス，ハムスター，ジュ

ウシマツでは３等分して上方から順に１，Ⅱ，Ⅲとし，

ラット，モルモットでは同様に４等分し，Ｉ，Ⅱ，Ⅲ，

Ⅳと区分して別々のシャーレに入れ，各部を切り開い

て内容を全部洗い出し虫体の有無を実体顕微鏡下で調べ

た．採取した虫体はいずれも圧平し，７０％エチルアルコ

ールで固定，カーミンで染色，オイキット液で封入後，

体長，体幅，咽頭，睾丸，卵巣などを計測し形態の観察

を行なった.これらの虫体各部の計測値については,その

平均値や標準偏差を算出し，さらにはそれぞれに対応す

る計測値についてもｔ検定を用いて有意差を検討した．

なお，ウサギ，イヌはメタセルカリア投与後５日目か

ら糞便内に虫卵が検出されるまで毎日ＡＭＳＩＩＩ法によ

る糞便検査を実施した．

はじめに

種の同定を目的として，ＥＣﾉii,zosZo"zaho7Ze′,sどのメ

タセルカリアを小動物に投与して虫体を得たという報告

は見られるが（小野，１９３０；有薗ら，１９７６；谷，1976a）

終宿主体内における発育状況については，浅田（1939）

がマウスで観察した程度で，排卵開始日数，寄生部位，

虫体回収率，生存期間などの終宿主体内における虫体の

態度を詳細に観察した報告は見当らない．

今回は本種吸虫の宿主特異性という観点からヒトおよ

び各種実験動物の感染実験を行ない，宿主の感受`性を比

較検討したのでそれらの成績について報告する．

材料および方法

感染に用いたＥ､/io〃e"Ｓｃのメタセルカリアは，前報

(谷，1976a)に述べた如く八郎潟産ドジョウＭｓｇｌ`７，Jz`ｓ

α''91(/"ica岬ａｍｓより人工胃液消化法（ペプシン0.29,

塩酸0.7cc,水100cc)によって消化分離して集めたもので

ある．

（１）ヒトへの感染

著者を含む５名（いずれも感染前の検査では糞便内に

寄生虫卵を有しない健康男子）に本種メタセルカリア３０

コずつを経口投与した．投与後５日目より排卵開始日が

確認されるまで毎日ＡＭＳＩＩＩ法による糞便検査を行な

った．

（２）動物への感染

実験動物としてはラット（Wister系早，体重200～

3509）２３匹，ハムスター（雑系早，８０～1209）２３匹，マ

ウス（ｄｄ系早，２０～309）３０匹，モルモット（雑系早，

330～7509）１０匹，ウサギ２羽，イヌ３頭，およびジユ

成績

(1)排卵開始日数

（７９）
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全く見い出すことはできなかった．

（３）虫体の寄生部位

虫体の寄生部位はＴａｂｌｅ２に示した如く，すべて小

腸内で胃および大腸は陰`性であった．ラットでは小腸Ｉ
部に大部分が検出され，Ⅱ～Ⅳ部は極めて少数であっ
た．なお，この小腸Ｉ部にみられる虫体の割合は１週か
ら21週に至るまでほぼ一定していた．マウスについても
ラットと同様に１週から15週のいずれの時期でも小腸Ｉ

部に多く，Ⅱ部は極めて少なく，Ⅲ部には－虫も見い出
されなかった．ハムスターでは各時期を通じてＩ部，Ⅱ

部に多く，Ⅲ部は少数であった．モルモットはⅡ部に多
く，次にⅢ部で，Ｉ部とⅣ部からは見い出されなかった．

（４）虫体の大きさ

ラット，ハムスターおよびマウスについて本種メタセ

ルカリアを投与してから１週目より２，３，６，９，

１２，１５，１８および21週目までの各時期の虫体の体長，体
幅，口吸盤，腹吸盤，頭冠，頭冠歯鰊，咽頭，陰茎嚢，
卵巣および睾丸の大きさについて比較したものをＦｉｇ．
２～Ｆｉｇ．４に示した（計測値については平均値±標準
偏差で表わした)．以下各部について述べる．
（ａ）体長および体幅

ラット体内における体長はＦｉｇ．２に示した如く，３

週目まで急速に増大し続けたが，６週目になるとその

増大はゆるやかとなり，９週目その大きさは最大値
（10.94±0.28ｍｍ）を示した．１２週目以後の増大は認め
られなかった．ハムスターでは３週目まで急速に発育

し，６～９週目になっても体長はさらに伸びつづけ，１５
週目に最大（10.53±1.34ｍｍ）となったが，その後の増
大はみられなかった．マウス内の３週目までの体長の発
育はラットおよびハムスターと同様に著しく，６週目さ
らに伸びつづけて最大値（10.38±0.44ｍｍ）を示した．

次に体幅についてみると，ラット寄生の虫体（0.63±
0.05ｍｍ）は１週目のハムスター（0.42±0.05ｍｍ）お

よびマウス（0.51±0.04ｍｍ）に比べて発育が早く，３
週目まで急激に増大し，６週目以降は横這状態であり，

最大となったのは９週目（1.81±0.07ｍｍ）であった．
ハムスターは２週目より急激に大きくなり３～６週目に

なってもさらに増大し，９週目で最大（2.12±0.12ｍｍ）

となった．しかし,12週目以後の増大はみられなかった．

マウスは２週目，ラットおよびハムスターと同じく急激

に増大し，６週目さらに増大し，ラットより大きくなっ
た．９週目には最大値（Ｌ91±0.09ｍｍ）を示したが１２
週目以後の増大は認められなかった．

（ｂ）頭冠歯赫，咽頭，口吸盤，腹吸盤および頭冠

TablelPrepatentperiodofexperimentally
infectedanimalsandmanwith

Ecﾉｶi"osZo"zαノio7Ze7zse

Ｎｏ．ｏｆ

ａｎｉｍａｌｓｕｓｅｄ
ＤａｙｓＡｎｉｍａｌｓ

Ｒaｔ ８ ９－１０

Hamster ７ １０－１１

Mouse ２４ 10-12

Ｒａｂｂｉｔ ２ １３－１４

３ １３－１５
Ｄｏｇ

Ｇｕｉｎｅａｐｉｇ ４

Societyfinch６

Ｈｕｍａｎ ５ １６－１７

ヒトおよび各種動物にメタセルカリアを投与してから

糞便内に初めて虫卵が検出されるまでの日数をＴａｂｌｅ
ｌに示した．すなわち，ラットは８匹中，９日後に１匹，

10日後に７匹でもっとも早く糞便内に虫卵が検出され，

以下ハムスター７匹中，１０日後２匹，１１日後５匹，マウ
ス24匹中，１０日後６匹，１１日後７匹，１２日後11匹，ウサ
ギ２羽中，１３日後１羽，１４日後１羽，イヌ３頭中，１３日

後２頭，１５日後１頭の順で，ヒトでは５名中，１６日後１
名，１７日後２名ともっとも遅かった．モルモットとジュ
ウシマツでは感染後25日目でも虫卵を見い出すことはで
きなかった．

（２）虫体の回収率

ラット，ハムスター，マウス，モルモットおよびジュ

ウシマツのメタセルカリア投与後１週より２１週までの虫
体回収率はTable２，Ｆｉｇ．１に示した．ラットでは虫
体の回収率は１週40.0％’２週29.0％，３週37.0％，６
週38.0％と比較的高かったが，９週（23.3％）以降低下
したものの21週目でも16.7％の回収率を示した．ハムス

ターでは１週30.0％，２週48.0％，３週41.0％，６週

33.3％と高い回収率を示したが，９週（8.0％）以降に
なると急に低下し，同時期のラットより低率であった．

２１週目には3.0％となった．マウスでは１週52.7％，２

週43.3％，３週49.3％とラット，ハムスターより高い回
収率を示したが，６週12.1％，９週7.5％，１２週5.0％，
１５週10.5％と６週以降急に低くなり，同じ時期のラット

より低率であった．しかも18週および21週では虫体を見

い出すことができなかった．モルモットでは感染後18週
までの期間に虫体を見い出すことができたのは２週目

のみであり，その虫体回収率は9.0％と極めて低率であ

った．ジュウシマツでは感染後12週までの期間に虫体は

（８０）
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Table2ComparisonoftherecoveryrａｔｅｓｏｆＥ・ハo7-re"ｓｅｆｒｏｍｖａｒｉｏｕｓａｎｉｍａｌｓｄｕｒｉｎｇｔｈｅ

ｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍｏｎｅｔｏｔｗｎｔｙ－ｏｎｅｗｅｅｋｓａｆterinfection

Weeks

after

infection

Ｎｏ．ｏｆ

ａｎｉｍａｌｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｎｏ．ofwormsrecovered Averageworm
recovery

rates(96）
Ａｎｉｍａｌｓ

Ⅳ TotalＩ ⅢⅡ
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０
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に差異はみられなかった、（６週目の頭冠歯赫ラット

59.6±2.4/Lz,ハムスター55.1±4.5β，マウス54.9±4.7/１，

咽頭ﾗｯﾄ234±13/z,ﾊﾑｽﾀｰ238±lqu,ﾏｳｽ256±

25’）また最大値を示したのは感染後９週目以後の比較

的遅い時期であった．

口吸盤および腹吸盤の大きさは，感染後３週目までは

急速に大きくなり，その後の発育はゆるやかとなった．

９週目を過ぎる頃から，ラット，ハムスター，マウスの

３群の間に差違がみられるようになった．また最大値を

示したのはマウスで口吸盤，腹吸盤ともに感染後９週目

(口吸盤258±13〃，腹吸盤709±40β）ハムスター，ラッ

トではそれぞれ口吸盤について15週目(299±35’)，１８

週目(263±22の,腹吸盤について12週目(ラット744士42

,α)，１５週目（ハムスター850±56/'）とかなり遅い時期で
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ｌｅｎｇｔｈａｎｄｗｉｄｔｈｏｆＥ・ノio7Ze"sefromexperi‐
mentallyinfectedrats，hamstersandmice・

背部中央における頭冠歯辣および咽頭の大きさはＦｉｇ．

３に示した如く，感染後３週目までは急速に大きくなっ

た．６週目以後ラット，ハムスター，マウスの３群の問

（８２）
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前睾丸および後睾丸の大きさは２週目頃まではラット

の発育が最も良好で，マウスがつづき，ハムスターの発

育は遅れていた．３週目以降ハムスターの発育は著しく，

ラット，マウスとの差違が大きくなる傾向がみられた

(15週目前睾丸,ハムスター1112±123β，ラット783±112

/１，マウス774±71/u)．
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Ｅ・hol-te,zSeの終宿主に対する適応性，虫体の発育な

ど，いわゆるHost-parasiterelationshipの観点より比

較検討のなされた報告はみられないようである．今回著

者は，ドジョウより得られた本種吸虫のメタセルカリア

をヒト，ラット，ハムスター，マウス，モルモット，イ

ヌ，ウサギおよびジュウシマツに与えて虫体の寄生態度

を比較観察した．まず，メタセルカリア投与後，糞便内

に虫卵が排出されるまでの日数をみると，ラット９～１０

日で最も早く，以下ハムスター10～11日，マウス10～１１

日，ウサギ13～14日，イヌ13～15日の順でヒト16～17日

は最も遅かった．このような観察は小野（1930）がラッ

ト，イヌでそれぞれ９～14日，１２～14日，浅田（1939）

はマウス，イヌでそれぞれ13,15日，有薗ら（1976）

はイヌで12～14日後から糞便内に虫卵を証明している．

イヌでは著者の成績とほぼ一致したが，ラット，マウス

では今回の成績の方が排卵までの期間が短かかった．こ

のようにラット，ハムスター，マウスはウサギ，イヌに

比べて４～５日早く排卵されるようである．またヒトに

おけるこのような感染実験は有薗ら（1976）の２例とも

16日後に虫卵を証明している．今回著者は５名中３名に

16日～17日後の糞便内に虫卵を認め，有薗ら（1976）の

成績とほぼ一致していた．以上の事柄からヒトではラッ

ト，ハムスター，マウスなどの動物に比べて排卵がおよ

そ１週間遅れることになり，本種吸虫にとってヒトは余

り好適な宿主とはいえないようであった．なお，本種

吸虫の実験的終宿主としてはマウス(浅田1939)，ラット

（ﾉI､野,1930),イヌ(小野,1930;浅田,1939;有薗ら,1976）

などの動物が知られていたが，著者はウサギ，ハムスタ

ーでも成熟しうることを確認した．またモルモットでは

糞便内に虫卵を検出できなかったが，感染後２週目の剖

検では子宮内に多数の虫卵を持つ成熟虫体を得ることが

できた．しかしながら，ジュウシマツについては今回は

陰性であった．

次に虫体の回収率を調べた．ラット，ハムスター，マ

ウス，モルモットのうち，回収率の最も良かったラット

でも感染後６週を過ぎる頃から徐々に低下する傾向を示

▲

1２３６９１２１５１８

HEEKSAFTERINFECTION

Fig、４Growthcurvesillustratingthewidthof
thecirrussaqovary，anteriortestisandposte‐
riortestisofE・ノカorZe7zsefromexperimentally

infectedrats，hamstersandmice．

あった．

頭冠の大きさは感染後３週目までは同様に急速に大き

くなった．ラット，ハムスター，マウスの３群の問に差

異がみられるようになったのは６週目以降であった．

（ｃ）陰茎裏，卵巣，前睾丸および後睾丸

陰茎嚢の大きさはＦｉｇ．４に示した如く２週目までラ

ット，ハムスター，マウスの３群とも急速に大きくなっ

た．ラット，マウスはそれぞれ６週目（338±15’)，９週

目(358±１Ｍで最大となったがﾊﾑｽﾀｰではその後

も順調に伸びつづけ，最大となったのは感染後かなり遅

く18週目(39Ｍであった.

卵巣の大きさは感染後２週目まではラット，マウスの

発育が良好であったが，３週目になるとハムスターの発

育速度は早くなり，ラット，マウスより大きくなった．

６週目以後ラット，ハムスター，マウスの３群の間に顕

著な差異はみられなかった．

（８３）
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したが，マウス，ハムスターでの低下は急で，９週目以

降になるとラット，ハムスター，マウス間には回収率に

かなりの差違がみられた．しかもラット，ハムスターで

は感染後21週でもなお生存しているのがみられたのに，

マウスでは18週目以後では虫体を認めることができなか

った．またヒト体内での生存期間は排卵期間からおよそ

８～13週(有薗ら，1976；谷，未発表)と推定されること

を併せ考えると，本種吸虫に対する好適な宿主はラット

で，次いでハムスター，マウスの順で，ヒトは本種吸虫

にとって好適とはいえないようである．

次に寄生部位についてみると，マウスではすべて小腸

上方Ｉ部にもっとも多く，浅田（1939）の記載している

ような冑に少数寄生していたような例は全くなかった．

ラットについては小野（1930）は一般的に十二指腸上部

に多く寄生していたと述べているが，今回ラットへの感

染実験でい､腸の上方Ｉ部に大部分が寄生しており，ほ

ぼ一致した成績であった．ハムスターではﾉﾄ腸上方Ｉ，

Ⅱ部にほぼ同数づつ，下部にも小数の寄生がみられ，モ

ルモットでは小腸上方Ⅱ部に多く寄生しており，動物種

により寄生部位がわずかに異なることが知られた．さら

にまた，秋田県下で自然寄生の認められたドブネズミ，

イタチ，テン，イヌなどの寄生部位はすべて小腸上部で

あった（谷，1976b）ことなどを考え併せると，本種吸

虫成虫の寄生部位は小腸上部が普通のようである．

これまでに，ラット，ハムスター，マウスの各種動物

内での体長，体幅，口吸盤，腹吸盤，卵巣，睾丸その他

の諸器管について発育の差異を比較した報告はみられな

い．今回の実験では，体長については感染後１～３週目

ではラット内での発育が著しく，ハムスターおよびマウ

ス内のものに対して有意差（p＜0.01）が認められた．

しかし，６週目以後ではハムスターやマウス内での発育

が顕著となり，ラットとこれらのハムスター，マウスと

の間に有意差は認められなくなった．体幅では感染後１

週目のラットよりの虫体がマウス，ハムスターよりのも

のより明らかに大きかったが（p＜0.01で有意差あり)，

３週目以後ハムスター中での発育が著しく，３，６，９，

１２，１５，２１の各週でラット，マウスに対して有意差(p＜

0.01）が認められ，感染６週目以後のハムスターでの増

大は著しかった．また各器管の大きさについても同様な

傾向がみられ，感染後１～３週目では各器管ともラット

中での発育が著しかったが，６週目以後になるとハムス

ターでの発育が顕著となった．特に頭冠，前睾丸および

後睾丸の発育は著しかった（６，９，１２，１５週のハムスタ

ー中のものはラット，マウスのものに対して有意差が認

められたｐ＜0.05)．また，卵巣，睾丸などの生殖器官

の発育が咽頭，口吸盤，腹吸盤などの器官に比べて早い

ことは，横川吸虫における成績や(斎藤1968)，肝吸虫に

おける成績（吉村，大森1972）などと同様であった．

自然界における本種吸虫は終宿主の違いによりかなり

の形態学的差異が認められており（谷，１９７６ａｂ.)，今

回の実験動物における成績と併せ考えると本吸虫の種の

決定には充分注意する必要があると思われた．

まとめ

ＥＣﾉｶﾉｧzosto"zαノカo7Zc"sどのメタセルカリアをヒトおよ

びラット，ハムスター，マウス，モルモット，イヌ，ウ

サギ，ジュウシマツに投与し，２１週までの観察を行なっ

た．

（１）糞便内に初めて虫卵を検出した日数はラット９～

１０日が最も早く，以下ハムスター10～11日，マウス10～

１２日，ウサギ13～１４日，イヌ13～１５日，ヒト16～１７日の

順で，モルモットおよびジュウシマツは陰性であった．

（２）虫体の回収率は感染後３週までは動物間に著しい

差違はみられなかったが，６週以降になるとラットで最

も回収率がよく，マウス，ハムスターとの差違が顕著で

あった．モルモットでは２週目のみに虫体が検出された

が，ジュウシマツでは虫体の回収はできなかった．また

ラット，ハムスターでは21週目になってもなお虫体が検

出されたがマウスでは15週目までであった．

（３）虫体の寄生部位はラット，マウス寄生では小腸上

部，ハムスターでは小腸上，中部に大部分が寄生してい

た．

（４）ラット，ハムスター，およびマウス体内における

発育状況は各器官とも感染後３週までに急速に大きくな

った．そのうち，ラット寄生の発育が最も著しく，次い

でマウス，ハムスターの順であった．しかし，６週以後

になるとハムスターの発育が著しかった．卵巣，睾丸な

どの生殖器官の発育速度は咽頭，頭冠，口吸盤，腹吸盤

などの器官より早かった．

（５）以上の結果から判断して，本種吸虫に対する好適

な宿主はラットで，ヒトは好適な宿主といえないようで

ある．

謝辞

欄筆に当り，御指導，御校閲いただいた教室主任鈴木

俊夫教授に深甚なる謝意を表すと共に御助言いただいた

山形大学医学部寄生虫学教室斉藤奨助教授に感謝の意を

表します．なお，本論文の要旨は第24回日本寄生虫学会

(８４）



501

5, 42, 7-16.

4) ^11 ^(1968): ^^nA^J||i(D|%,

UiOV^ilM- §f?J§[S:^i£,82, 694-706.

5) & lifri (1976a) : Echinostoma hortense Asa-

(1976) : Echinosto7iia ho?'- ^^<&Wlfetl$%k%£.$&lc^D\^X. ^f^^f^, 25,
tense Asada. 1926<£>$F2£, #(cA#:ii^i:ov^ 262-273.

T. i££&f&, 25, 36-45. 6) # SfP (1976b) '.Echinostoma hortense Asa-

2) & pa Hi— (1939) : :n* / * h Tf*K&e> 1 gf® da, 1926. te §51" 3#F2S (2) ftpajJpcT^ *3 tf S ^

f2&f&, 1, 36-69. " 461-467.

Echinostoma campi n. sp (O ^§W sinensis) <D ^E^j^^jts. ^ lf{c^M^^]M^JIy

5, 21, 222-229.

i Abstract |
i i

STUDIES ON ECHINOSTOMA HORTENSE ASADA, 1926

(3) EXPERIMENTAL INFECTION IN MAN AND LABORATORY ANIMALS

Shigekazu TANI

{Departvient of Parasitology, Akita University School of

Medicine, Akita City, Japan)

In order to ascertain the adaptation of Echinostoma hortense to mammals and bird, obserba-

tions were undertaken on man, 5 species of laboratory animals such as rats, hamsters, guinea

pigs, dogs and society finches (Uroloncha striata) which were experimentally infected with a

certain number of the metacercariae, and the following results were obtained :

(1) The prepatent period was 9 to 10 days after infection in rats, 10 to 11 days in

hamsters, 10 to 12 days in mice, 13 to 14 days in rabbits, 13 to 15 days in dogs and 16 to 17

days in man, respectively.

(2) There was no marked difference in the recovery rates of the worms among rats,

hamsters and mice at the first to third week after infection. However, at the 6th week, the

recovery rate in rats was higher than those in hamsters and mice. No worm was recovered

in society finches. The worms were recovered up to 21 weeks after infection in rats and

hamsters, but up to 15 weeks in mice.

(3) The parasitizing sites of the worms were mostly the upper parts of small intestine

in rats and mice, and somewhat lower in hamsters.

(4) The development of the worms was rapid in the early period of the first to third

week after infection in rats, hamsters and mice, especially it was remarkable in rats. However,

in the 6th week, it was much prominent in hamsters than in rats. The development of

genital organs was more rapid than that of pharynx, head collar, oral sucker and acetabulum.

(5) From the above results, it was considered that rat was the most suitable host of E.

hortense among the laboratory animals used in the present study, but man was not suitable

host.
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